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〔解説〕

　般若心経は、大般若菩薩のお悟りの境地

を示した大心真言を説いたお経であります。

　仏教のすべての行者は、般若菩薩の深遠

な教えを実践するとき、「一切のものは空

である。」と気付きます。そうして、あらゆ

る苦しみや災いを乗り越えることができる

と教えています。


